
清水駅前銀座商店街の売り上げは、年々減少をしている・・・

平成6年 136億4500万円

平成14年 87億2200万円

平成14年 33億8800万円

平成16年 34億 700万円

平成19年 22億8900万円

平成24年 20億を下回る予測

 ¥1,000,000,000

 ¥3,000,000,000

 ¥5,000,000,000

 ¥7,000,000,000

 ¥9,000,000,000

 ¥11,000,000,000

 ¥13,000,000,000

 ¥15,000,000,000

平成６年度 平成９年度 平成14年度平成16年度平成19年度

清水駅前

銀座

136億4500万円

33億8800万円
22億8900万円

34億700万円

87億2200万円

参考：経済産業省 「商業統計調査」より

平成16年→平成19年

32.8％減少

商店街野郎一派



目標数値の設定

目 標 内 容

成果目標：５年後

街の台所 商店街

客単価(↑)×来店数(↑)⇒売上(↑)
Ｈ19年度比 １．６１倍 →36.8億円に

2次的 行為目標：３年後

訪れる・活用する 商店街

・ 客層に合わせたmap数

・ 商店街の空家率が５０％減少

・ 来訪者数20％アップ

１次的 行為目標:今年度

参加型 商店街
・ 第３者による継続的なイベントの開催数



単身者

603世帯

65歳以上のみ

458世帯

65歳以上を含む世帯

1,221世帯

65歳以上を含む世帯

42,862世帯

清水区内
中心市街地居住者

中心市街地外
清水区内
居住者

中心市街地
居住者

1,061世帯を対象

対象者の選定

買い物難民者になりやすい高齢者を対象

ターゲットを日常
生活品を買いにくる
顧客



提言のための３段階の対策

目 標 対策 内容

アウトカム：５年後

街の台所 商店街

地域通貨の
再編成による社会実験

2次的 アウトプット：３年後

訪れる・活用する 商店街

コミュニティ場所
・共同店舗の提供

自ら作成する参加型のmapづくり

１次的 アウトプット：１年後

参加型 商店街

高齢者を対象とした

ぷちEventの開催



商店街組合
中心のイベント

しみず街ナカ
委員会

知る

①手間のかからないもの
（まちブラ、グルメツアー、共同セール）

②商店街の商品にこだわる

商店街 各店舗へ
ニーズ

把握する経営へ

来る共有

体験

コンセプト

ぷちEventの実施 ～１次的 Output～



～２次的 Output～Share店舗・サロンImage figure

店舗選考

Share店舗

売上の一部

（運営費）

サロン

しみず街ナカ
委員会

改造費（初期費用）

既存補助制度活用

市・県

地域
ボランティア

募集

運営

住民
商店主

利用（使用料負担）

事業者
スペース貸付料

（運営費）



主目的 → 会員制による活動場・交流場
副目的 → 利用者による参加型map作成 等

空き店舗を活用した

「しみず街なかサロン」を開設

参加型のmapづくり

地域の高齢者が主体

①来街を増やす

②利用促進

運営を高齢者
主体のボランティア
と委員会スタッフ

～２次的 Output～サロンの仕組みと目的

利用者・参加者に

地域通貨（たまごスタンプ）
を特典



～3次的 Outcome～地域通貨の社会実験 フロー図

しみず街ナカ
委員会

商店街
各店舗

地域住民

しみず街ナカ
サロン

関係団体

ボランティア参加

経営参加

広告実施

情報提供

ポイント

イベント参加

資金

ポイント

発行ポイント

利用 ポイント

資金


